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10 大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から

　GLOCOLは、2007年4月1日の以来、9年間にわたり、4名のセンター
長のもとで、大阪大学のモットーの一つである「国際性」にかかわる活動
を研究、教育、実践支援の分野で行ってきました。第4代目で現センター
長の平田收正先生（2014年4月1日～現在）のおことばは、巻頭に掲載さ
せていただきましたが、小泉潤二先生（初代センター長：2007年4月1日
～ 8月25日）、栗本英世先生（第2代センター長、2007年8月26日～2011

年8月25日）、大橋一友先生（第3代センター長、2011年8月26日～2014

年3月31日）といった歴代センター長には、2015年12月末にインタビュー
を行い、それぞれのセンター長時代の思いや経験について伺うとともに、
GLOCOLの経験をどのように継承すべきか、また、発展させることができ
るのかについての所見をお聞きしました。本章では、インタビューの記録
をとおしてGLOCOLの9年間を振り返っていきたいと思います。
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